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烏山線における積雪のおそれがある場合の 

列車の運転計画について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．見直しの目的 

・烏山線は、当社発足からご利用のお客さまが約６割減少しており、少子高齢化や今後の労働力不足

など社会環境の変化を踏まえ、持続可能な運営体制にすべく見直しを進めています。 

・宇都宮駅と烏山駅間を直通する列車は、宝積寺駅構内において宇都宮線と烏山線の線路を渡るため

に複数のポイントを通過する必要があり、積雪時にはこれらのポイントを正常に動作させるため、

融雪設備を適切に保守管理すると共に、断続的に巡回して点検や燃料補充などを行っております。

積雪が見込まれる場合に、ポイントを通過しない運転計画にすることで、融雪装置の正常な動作に

必要な業務を削減することが可能となります。 

 

２．実施内容 

(１)運転計画の見直し内容 

降雪予報が出された際には、宇都宮駅～烏山駅間を直通する列車の運転区間を宝積寺駅～烏山

駅間に変更する場合があります。また、運転区間を変更した際には、車両を減らして運転するため、

所定の運転本数から削減しての運転となる場合があります。 

 

(２) 当日の運転状況のお知らせについて 

当日の運転状況については、当社のホームページ等でご案内いたします。 

 

(３)実施日 

2024 年１月 15日（月）以降 

 

 

いつも烏山線をご利用いただきありがとうございます。当社では、沿線自治体の皆さまと実態を共

有した上で、持続可能な烏山線の運営方法について検討を進めており、この度、下記のとおり運転計

画の見直しを実施いたしますのでお知らせします。 

〇烏山線は、降雪予報が出された際に、運転区間を宝積寺駅～烏山駅間に変更する場合や運休とする

場合があります。 

〇運転区間の変更後は、宝積寺駅でのお乗り換えをお願いいたします。 

烏山線では、今後も継続して運営方法の見直しを実施してまいります。ご利用のお客さまにはご不

便をお掛けいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。 


